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[1]動機
シャープのアマチュア無線活動の次の一歩を考えたい。その礎にできるような「歴史」を知りたい。

現状分析
・アマチュア無線は全般的に窮命期にある。
・その中で、シャープアマチュア無線を今後どう継続するか、難題
・強み・・・50歳-80歳代にメンバーが分布。並外れた人もいる
・弱み・・・盛り上がりに欠ける（歴史＝ドラマを肴にできない）

参考：アマチュア無線継続的発展会議第一次報告書（2024. 6.4公表）

[2] やりたいこと
・もう一度盛り上げる：歴史を知ってドラマ化し、次世代に伝承できるようにまとめ直す

(a)黎明期の歴史調査 ⇒資料の発掘と分析➜「綴じ込み」から「読み物」に
(b)座談会（雑誌と共同?）や回想録 ⇒黎明期の方々､並外れた発想や実行力､実績がある方々に依頼
(c)会社全体のアマチュア無線 ⇒近畿地区以外の方々、クラブに属さない方々の調査

活動している人の高齢化
スマホ世代の普通の若者への「夢の提供」ができていない
現役世代との交流が希薄化、継承する受け手が見えてこない

全員が（若者が）、
電機ﾒｰｶｰとしての自社を
・一層好きになるように
・誇りを持てるように

・（盛り上がりの受け皿にできるような）シャープアマチュア無線の「次の一歩」の具体化・推進（検討中）

笑顔で、様々に楽しめるような シャープアマチュア無線の活動

シャープアマチュア無線の「顔」であることを担えるような活動

将来につなぐことができる活動

年代を超えて、
幅広く楽しみたい。
それを共有して、
力を合わせて、
将来に向けて発展させたい

先輩方の思い、活動、馴染み感、、、
改めて先人、先輩方に感謝します。

活動を支える基盤



[2]当社関連の歴史資料

[1]時代の理解、[2]当社関連の歴史資料、[3]JA3YHUの経緯

JA1YDE（ソニー）、 JA1YFF（三洋）、 JA1YHW（沖）、 JA1YJA 三菱大船(1963) 、 JA1YKK（松下）、 JA1YLV（日立茂原）、 JA1YMW（松下通工）
JA2YAJ（松下）
JA3YBH（三洋）、 JA3YDF 三洋（改称して継続） 、 JA3YDZ、JA3YEA～E 松下 、 JA3YGM（早川）、 JA3YHU 早川 、 JA3YJO（三菱京都（1965））

現在も局免あり

1965年3月末三菱電機ARC調べ melcoamc.jpより

歴史調査

[1] 時代の理解：電機メーカー各社にクラブ局があって活動が盛んだった

JA3VZ安福さん編 JF3EPU中川さん編

1984年以降のまとめ

荒川さん編A4版
（左）1984-1993
・会員名簿
・SCﾈｯﾄﾆｭｰｽ
・活動

（右）
1999-2003
・活動
・SKの方
・JL3YJL

現在も局免あり

JARL会員

2003.4.28 JA3CXN調べ
1963年コールブック（～JA3FRX)の早川電機在籍者

・JA1ZJL 早川栃木HC（矢板）
代表：山崎正徳（1976年コールブック)

・JA3YCQ 早川電機若草寮ARC（郡山）
・JA3YGM シャープ電化ARC（八尾）

代表：清水誠（1965年､1976年CB）
・JA3YHU シャープARC（本社）
・JA3YJR シャープひらの無線C（平野）

代表：高津忠司（1976年コールブック)
・JA4YIH シャープARC（広島）

代表：山中博行（1976年コールブック)

古いシャープ関連クラブ局 6局
【逵さん調べ1969年のコールブック情報に、吉田が追記】

現在も生きているのは
JA3YHUのみ（次頁）

黎明期座談会?

JA3FER

1エリヤ：
2エリヤ：
3エリヤ：

コールブックより

https://spshyukai.sakura.ne.jp/radio/JA3YGM_1.pdf



1963年版コールブックにはJA3YCZまで掲載
1965年版コールブックにはJA3YIPまで掲載

個人局・社団局の設備共用について
平成13年（2001年）総務省訓令第67号「電波法関係審査基準」という”内規”の、「別表１－
第15 アマチュア局 －17 無線設備の共用」が根拠。平成13年以前には法令、内規ともになし

更に知りたいこと
（１）関さん ・・・ どんな方? お会いして回想録をお願いしたい。
（２）メンバーと変遷 ・・・ 第1世代QSLに初期の9局さんのコールサインあり
（３）活動 ・・・ 安福さんのCDに第1世代の写真あり
（４）3回失効して免許番号は4つある?
（５）JA3YJRは? JA3YCQは?
（６）他エリヤのクラブの方々は？
（７）クラブに属さない方々は？

JA2ECW 中村さん
JA3AER 荒川さん

JA3CXC 松原さん
JA3CXN 柴田さん
JA3DBM 東さん
JA3DJZ 田中さん
JA3EOR 石川さん
JA3GNQ 宮本さん
JA3IMU 高橋さん現時点のJA3YHUの課題

（１）常置場所： 長池町（旧）本社
（２）事務所： 岸さんご自宅
（３）今後の方向性（メンバー、運営、活動、費用等）とそれに合わせた更新

第3世代局のQSL 第4世代局のQSL第1世代局のQSL

ロールコール、
懇親会以外の活動は
現在は休止状態

早川電機表記（1970年以前）､MC表示（1972以前）
荒川さん資料に現物あり

1981年再免許申請と
一緒にコピーされている

デザイン本部佐々木さん、森下さんから
荒川さん宛て（1989年9月3日付け）

3. 社友会のクラブへの登録可能性について

1999年年

構成員

費用

いか？

JA3YHUの再開活動ができる。

JL3YJLに結実

クラブとしての主な活動内容

ＪＡＲＬ社団登録、ＪＡＲＬ職域クラブ登録、ＪＡＲＬ主催行事・コンテスト参加、

QSLカード発行、移動運用、ロールコール実施、アワード発行、会報発行

アマチュア無線開局支援、運用・技術指導、クラブ局交流見学、社会的貢献等実施

普段個人でやっていることを
クラブ活動に拡張

祝60周年

[3] JA3YHU：これまでの経緯

1964年末～1969年末

1970年夏～1975年夏

免許番号 代表者 免許範囲 出展免許期間

1976.6.2～1981.6.1

1981.6.2～1986.6.1

荒川泰蔵

増田尚士

関 憲一

岸 高史

西 彰

荒川泰蔵

免許状コピー

免許状コピー4AM

3.5,7,14,21,28,50
A1, A3(全て10W)

3.5,7,21,28,50,144
430 (全て10W)
3.5,3.8,7,10,14,21
28,50,144,430,1.2G
(全て10W)

増田尚士

免許状コピー・申請書

免許状コピー・申請書

1965年コールブック

1972年コールブック

1976年コールブック

1978年コールブック

(1965年6月15日発行)

(1971年12月10日発行)

(1975年10月15日発行)

(1977年10月15日発行)

1989.6.30～1994.6.29

1999.6.30～2004.6.29

2024.6.30～2029.6.29

第一次

第二次

第四次

第三次

近A第
〇85115号

近A第
74〇93号

近A第
□□□□□号

近A第
△△△△△号 JA3FHF:SK

お元気にご活躍

JA3FHF:SK

JA3AER



[1] 笑顔で、様々に楽しみを分かち合えるような シャープアマチュア無線の活動
[2] シャープアマチュア無線の「顔」 であることを担って立つことができるような活動
[3] 将来につなぐことができる活動

シャープアマチュア無線：今後の展開（案）

(1) 無線局の立ち上げ（60周年記念事業）：
・際立つ持ち味（60年の歴史、誰でも知ってる、思いがつまった、馴染みある、、、）を持った JA3YHU 「シャープアマチュア無線クラブ(*)」の再開
・運営： シャープ社友会ラジオ愛好者同好会（の有志）を核として運営。メンバーを All Sharpに拡張したい
・常置場所： （八尾）シャープ社友会本部

(2)「外部」との接点になる仕組み
・広報（社内に向けた社友会の組織や、雑誌社・メーカーなどに向けた人脈の活用）
・無線界の動向の吸い上げ（JARLや他のクラブ等と連携、クラブ代表者会議）、協調して活動を拡げる

基 盤
(*)JA3YHUの現在の正式名称でもある

活 動

笑顔の親睦会

【独自技術の共有】
デジタル通信を利用したローカルネットワーク構築・活用（特に災害時）

【無線界に貢献する開発】
役立つアクセサリーやアプリの開発、公表

【クラブとしての技術的挑戦】
・ギガ帯運用､EME、サテライト等の運用
・デジタル（音声、映像）通信、リモート運用、ハイパワーの運用
・免許なしでできること（例：光通信ー明石海峡横断実験）への取り組み

【社会貢献】
・災害対応（の備え）
・JARL等が行うアマチュア無線の社会的認知度向上活動への参画

【社会の一員として社会に溶け込む活動】
・学校・地域行事（体験運用）
・様々なサービスの、社会への提供（ドローンなど）

活動を支える基盤

やりたいと思っても個人ではなかなかできなかったことをクラブでやる 個人に還元普段個人でやっていることをクラブでやる

2024.12.14
JR3XUH吉田



免許番号 代表者 免許範囲 出展免許期間

1976.6.2～1981.6.1

1981.6.2～1986.6.1

第
三
次

荒川泰蔵

増田尚士

関 憲一

岸 高史

西 彰

荒川泰蔵

第
一
次

第
二
次

免許状コピー

免許状コピー4AM

3.5,7,14,21,28,50
A1, A3(全て10W)

3.5,7,21,28,50,144
430 (全て10W)

3.5,3.8,7,10,14,21
28,50,144,430,1.2G
(全て10W)

増田尚士

免許状コピー・申請書

免許状コピー・申請書

1965年コールブック

1972年コールブック

1976年コールブック

1978年コールブック

(1965年6月15日発行)

(1971年12月10日発行)

(1975年10月15日発行)

(1977年10月15日発行)

1964年末～1969年末

1970年夏～1975年夏

1989.6.30～1994.6.29

1999.6.30～2004.6.29

2024.6.30～2029.6.29

1964年末～1969年末

1970年夏～1975年夏

免許番号 代表者 免許範囲 出展免許期間

1976.6.2～1981.6.1

1981.6.2～1986.6.1

荒川泰蔵

増田尚士

関 憲一

岸 高史

西 彰

荒川泰蔵

免許状コピー

免許状コピー4AM

3.5,7,14,21,28,50
A1, A3(全て10W)

3.5,7,21,28,50,144
430 (全て10W)

3.5,3.8,7,10,14,21
28,50,144,430,1.2G
(全て10W)

増田尚士

免許状コピー・申請書

免許状コピー・申請書

1965年コールブック

1972年コールブック

1976年コールブック

1978年コールブック

(1965年6月15日発行)

(1971年12月10日発行)

(1975年10月15日発行)

(1977年10月15日発行)

1989.6.30～1994.6.29

1999.6.30～2004.6.29

2024.6.30～2029.6.29

第一次

第二次

第四次

第三次

近A第
〇85115号

近A第
74〇93号

近A第
〇85115号

近A第
74〇93号

近A第
□□□□□号

近A第
△△△△△号

実は、初期のJA3YHUは5年ごとに失効し、コールサインの取戻し・再免許を行っている ???

第1次JA3YHU免許のなぞ

コールサインをつなぐことに並々ならぬ努力がはらわれている！

第1次JA3YHU免許のなぞ（第1次免許には失効期間がある？） 2024.12.4
JR3XUH吉田


